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会計 一　般　会　計 所管課 市　民　課

款 衛　生　費
事業名 玉井斎場管理組合分担金

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 30,208 35,575 31,947 ▲ 2,312 29,635 ▲ 573

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 30,208 35,575 31,947 ▲ 2,312 29,635 ▲ 573

事業
概要

玉井斎場管理組合の経費を松江市とともに分担する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

玉井斎場の設置、管理運営に関する事務を松江市と共同処理するため、玉井
斎場管理組合に対し経費を分担する。

その他

現状と
背景

玉井斎場管理組合規約に基づき、境港市と松江市は、経費の２割を均等割、８
割を前年利用実績に応じて負担している。玉井斎場は設置後２０年が経過して
おり設備の老朽化が進んでいるため、松江市と調整を図りながら大規模改修
工事を計画的に進めていく必要がある。
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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 衛　生　費
事業名 墓地管理事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 6,489 6,159 5,881 178 1,181 7,240 751

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 6,230 6,159 5,881 178 171 6,230 0

一般財源 259 0 0 1,010 1,010 751

事業
概要

市営墓地（中央墓園・馬場崎墓地・夕日ヶ丘メモリアルパーク）の適正な維持管
理を行う。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

墓地としてふさわしい景観と利用環境を保つことを目的とする。

その他

現状と
背景

中央墓園では、ポンプなど設備の老朽化が目立つ。馬場崎墓地では、通路の
状態が悪いため、平成27年度から7か年計画で改修を実施する。
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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 衛　生　費
事業名 盆砂配布事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 219 234 234 234 15

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 219 234 234 234 15

事業
概要

盆用の浜砂を、埋め立て事業で砂浜がなくなった外浜地区に配布する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

墓に浜砂を敷く盆の風習を守るため、上道、中野、福定、竹内、高松地区の墓
地用に浜砂を配布する。

その他

現状と
背景

竹内団地造成に伴い砂浜が埋め立てられたため、市が浜砂を無償提供してい
る。
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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 衛　生　費
事業名 賀祥ダム建設工事負担金

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 6,306 4,558 4,558 4,558 ▲ 1,748

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 6,306 4,558 4,558 4,558 ▲ 1,748

事業
概要

　水道用水の確保や洪水調整などの目的で行われた法勝寺川総合開発事業
賀祥ダム建設工事に伴い、米子市が昭和５７年度から昭和６３年度に借入れた
起債の元利償還額のうち、交付税に算入された額を控除した残りの額につい
て、境港市、米子市、日吉津村が有収水量の割合に応じて負担する。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

　昭和５７年度から昭和６３年度に米子市が借入れた起債の元利償還額につい
て、受益者である境港市、日吉津村が米子市に応分の負担をする。

その他

現状と
背景

　昭和５７年度から昭和６３年度に米子市が借入れた起債の償還は、平成３０年
度まで続く。
　境港市、米子市、日吉津村の有収水量による負担割合は、３年ごとに見直
す。



10

4

1

3

会計 一　般　会　計 所管課 環境衛生課

款 衛　生　費
事業名 環境衛生事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 8,436 8,705 7,511 216 7,727 ▲ 709

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 8,436 7,727 7,727 ▲ 709

一般財源 0 8,705 7,511 216 ▲ 7,727 0 0

事業
概要

側溝のつまりによる悪臭や衛生害虫の発生を防止するための側溝清掃経費。
自治会による側溝清掃で発生した泥等の運搬と市が行う機械側溝清掃。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

市が管理する側溝を清掃し、環境衛生の向上及び水質保全を図る。

その他

現状と
背景

高齢化等により、自治会による側溝清掃の困難な箇所が年々増加している。
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会計 一　般　会　計 所管課 環境衛生課

款 衛　生　費
事業名 一般廃棄物焼却残渣処理に伴う環境保全負担金

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 30 30 30 ▲ 30 0 ▲ 30

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 30 30 30 ▲ 30 0 ▲ 30

事業
概要

処理困難物の焼却残渣を三重県伊賀市の処理施設で処理することに伴う「伊
賀市環境保全負担金条例」に基づく負担金 今年度

見直し
事 項

事業
目的

市清掃センター等で処理できない処理困難物を市内の民間施設に委託して
焼却する。さらに焼却残渣（焼却灰）を伊賀市の処理施設で焙焼し骨材や路盤
材としてリサイクルする。

その他

現状と
背景

市のリサイクルセンター等で処理できないビデオテープや海岸漂着物の一部
等については、外部に委託して処理を行うため処理ルートを確保し、適正に処
分する。
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会計 一　般　会　計 所管課 環境衛生課

款 衛　生　費
事業名 地区別側溝清掃事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 9,901 21,767 10,554 5,128 15,682 5,781

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 8,896 15,682 15,682 6,786

一般財源 1,005 21,767 10,554 ▲ 10,554 0 ▲ 1,005

事業
概要

フタの開閉が困難等の自治会対応できない側溝について清掃を行う。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

自治会対応が困難である箇所を面的に清掃を実施することで確実に排水路を
確保し、公衆衛生の維持および雨水の道路浸水等の防止を図る。

その他

現状と
背景

自治会要望が上がってからの対応であり、問題が起こってからの後手対応と
なっている。
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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 衛　生　費
事業名 夕日ヶ丘墓地使用料助成事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 375 375 375 375 0

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 71 349 ▲ 178 ▲ 171 0

一般財源 375 304 26 178 171 375 0

事業
概要

夕日ヶ丘地区に戸建住宅を建てた者に対し、同地区内に整備された夕日ヶ丘
メモリアルパーク墓地使用料の一部を助成する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

夕日ヶ丘地区の販売促進の一助となることを目的とする。

その他

公園と墓地が併設された夕日ヶ丘メモ
リアルパークは、平成25年度末に公園
及び墓地の一部区画が完成し、平成
26年4月26日から供用を開始した。墓
地使用権の提供を開始したのは、同年
8月からである。現在、Ａ～Ｄブロックの
うち、Ａブロックのみが提供可能な状態
であるが、使用状況に応じ、Ｂ～Ｄブ
ロックも順次整備する予定である。

現状と
背景

施設の供用を開始した平成26年度には、17名の利用があった。今後も初年度
までとはいかないまでも一定の利用が予想される。
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会計 一　般　会　計 所管課 都市整備課

款 衛　生　費
事業名 中央墓園トイレ新築事業

項 保健衛生費

目 環境衛生費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

⑥－①

事業費 0 18,750 0 0 0

財
源
内
訳

国 0

県 0

市債 0

その他 0

一般財源 0 18,750 0 0 0

事業
概要

隣接する清掃センターの一角に中央墓園利用者用のトイレを新築する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

中央墓園にある既存トイレの老朽化が著しいことから、これを更新する。

その他

平成27年度、墓地に隣接する清掃セ
ンター内に合併浄化槽が新設されるこ
とから、新築するトイレでは、当該浄化
槽への接続を計画している。そのた
め、新たなトイレの場所は、現在の場
所から移動させ、清掃センター内の一
角に建設する予定である。

現状と
背景

トイレの老朽化が著しい


